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Ⅱ 教育活動
京都女子学園における食育活動　～附小スクールランチ～

附属小学校（附小）では平成26年度から給食を導入し、小大連携により「附小スクールランチ」と称する食育活動
を行っている。平成18年からの附小ランチ（京都女子大学と附属小学校の小大連携食育ランチ）時代の８年間を含め
ると、附小での食育活動は14年が経過し、15年目となる昨年度は、給食は２学期から開始されたが、新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）予防対策のため、例年のような食育活動は実施出来なかった。16年目となる今年度は、昨
年度の学長採択事業「らしつよチャレンジ」にて確立したKWU食育ボランティア推進プロジェクト（以下、食育ボラ
ンティアプロジェクト）の附小スクールランチ部会として新しい体制で実施を開始した。

� ※本食育活動は、給食と区別する為、「附小スクールランチ」と称している。

「附小スクールランチ」の目的と実施概要

本事業の目的は、第１に、附属小学校の児童及び保
護者への食育、第２に食物栄養学科など学園内の学生
に対する実践栄養教育、である。

令和３年度は、給食は４月10日より開始されたが、
食育活動は新入生のお祝い献立である５月６日より開
始した。COVID-19予防対策のため、昨年度の食育ボ
ランティアプロジェクトが作成した、「給食のお約束」
のポスター（図１）を、各教室に掲示していただいた。

附小給食検討会は、附小（教頭砂崎先生、食育担当
の西井教諭、川村養護教諭、各学年の担当教員）、給
食調理センター（不二家商事　吉田氏、橋本管理栄養
士）と、大学側は中山、経営企画・広報室のメンバー
で構成されるが、今年度はメールでの連絡を行った。

生きた教材「献立」と食育

献立は、先ず、給食調理センターの橋本管理栄養士
が作成した献立を、中山が「生きた教材」活用の観点
から指導助言し、附小の先生方の了承を得て確定とな
る。

例年のように、文部科学省の食育の目標である６つ
の食育の視点（食事の重要性、心身の健康、食品を選
択する能力、感謝の心、社会性、食文化）を考慮した。

献立は、旬の食材メニュー、行事食、日本の味めぐ
り（郷土料理）、外国の料理、おばんざいメニューな
ど、シリーズ化している。また、ユネスコ無形文化遺
産に登録された「和食」継承のため、平成28年度から、
24日前後に「和食の日」献立として、牛乳をつけず、
だしのうま味や「和食」のよさを見直す献立を提供し
ているが、今年度も引き続き、実施した。

附小の給食は、予め、主食、主菜、副菜等をお弁当
箱に詰め、牛乳、汁物、デザートを付けることもある。
昨年度は、配膳時間を短縮するために、盛り付け配膳

に時間を要する汁物、カレーライス、シチュー等は中
止していたが、今年度は徐々に提供を再開した。

新体制でのボランティア活動

食育ボランティアプロジェクトの附小スクールラン
チ部会を立ち上げ、継続的に食育ボランティアが推進
できるように取り組みを始めた。

京女ポータルを用いて、ボランティアの募集を行い、
部会リーダー（４回生　上原珠美、江崎莉央）が担当
日の割当を行った。京女ポータルで募集を行い、後述
のようにオンラインで指導助言ができることから、食
物栄養学科以外の教育学科教育学専攻、養護福祉専攻
や心理学科の学生たちにもかなり参加してもらうこと
ができた。

〔Teamsによるボランティア指導〕
例年、献立名（お弁当配置図）と食材を３つのはた

らき（３色食品群）に分けた献立メモ、および、食育
メモを紙媒体またはメールにて指導していたが、今年
度はTeamsを用いて指導助言を出来るように工夫し、
完成したものを中山から附小の西井教諭にメール送信
し、各教室で担任の先生にモニターに映していただき、
食育放送（一斉放送）を聞けるようにした。

献立メモは、上段に「今日の献立」（配膳図に献立
名を記載）、下段に「食べ物の三つのはたらき」（三色
食品群）で構成しているが、今年度からすべてTeams
でやり取りできるように、７種類の配膳パターン（パ
ワーポイント）を栄養クリニックで作成した。ボラン
ティア学生には給食調理センターから示された配膳図
を見て、選択してもらい、下段の三色食品群も、フ
リーのイラストを用いて、作成するようにした。食育
メモについてはフリーハンドで下書きしたものを、pdf
にして送付してもらった。食育放送の原稿（シナリオ）
はwordに記載してもらい、全てTeamsで指導助言を
行い、完成したものを附小の西井教諭にメールにて送
付し、各クラスの担任に配布していただいた。食育放
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送は給食委員会の児童に読んでもらったが、まん延防
止重点等措置期間は感染状況により、担任の教諭に放
送していただいた。以上、附小の先生方にもご協力い
ただき、休校以外の全ての給食実施日には、食育をす
ることができた。

今年度は、COVID-19予防対策のため、学生は附小
に赴いての低学年のマナー指導等はできなかった。例
年、栄養教諭教職課程履修の４回生には、２学期のお
楽しみ献立実施日に教室にて食育をしていたが、感染
症拡大予防の観点から実施しなかった。尚、栄養教諭
教職課程科目「学校栄養実践論」（３回生）及び「学
校栄養指導論」（２回生）の受講生には、講義の一環
として、１月～３月の食育原稿の作成をしてもらった。

以上、今年度は新体制及び新システムでの食育活動
の確立が出来たように思う。附小スクールランチは、
同じ学園内で同じ敷地内に大学と附属小学校があり、
両者の昼休み時間を利用しての本学ならではの、附小
の先生方や児童とのまさに小大連携の食育活動である。

一日も早くCOVID-19が収束し、従前のような食育
ができるよう、食育ボランティアプロジェクトの学生
たちと、次年度も持続的、体系的に進めていけるよう
努力したい。

� （中山　玲子）

図１　給食のお約束ポスター

献立メモ 食育メモ
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